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2011 運動会
雨あり晴れあり曇りあり
子どもたちの笑顔いっぱい！

2

栗山小栗山小

栗山小

栗山小

栗山小

栗山小

栗山小

栗山小

継立小

継立小

角田小

角田小

栗山小

角田保

角田保

継立保 継立保いちい保いちい保

継立保

継立保

継立小

角田小

いちい保



5 4

地
域
み
ん
な
で  

地
域
づ
く
り

　

栗
山
町
の
高
齢
者
比
率
（
65
歳
以
上
人
口
比

率
）
は
現
在
30
％
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
「
日
出
地
区
」
は
、
１
５
０
人
弱
の

人
た
ち
が
住
む
集
落
で
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の

人
口
が
60
％
を
超
え
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
限
界
集
落（
65
歳
以
上
人
口
比
率
50
％
以
上
）

の
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
日
出
地
区
」
で
５
月
の
末
、「
日
出

多
目
的
広
場
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
日
出
連
合
町
内
会
が
中

心
と
な
り
、
地
域
の
意
見
を
調
整
し
、
町
へ
の

要
請
を
行
う
な
ど
、
当
時
の
関
係
者
は
「
地
域

の
熱
意
」
を
相
当
感
じ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

日
出
多
目
的
広
場
を
楽
し
む

　

平
成
21
年
５
月
、
造
成
す
る
こ
と
が
決
ま
る

と
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
か
ら
が
大
変

で
し
た
。
敷
地
に
残
っ
て
い
た
オ

ン
コ
の
根
を
抜
く
作
業
、
整
地
な

ど
の
造
成
を
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
ま
す
。
幸
い
、
地

域
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
重
機

を
所
有
し
て
い
る
方
も
多
く
、
ト

ラ
ク
タ
ー
３
台
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

１
台
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
１
台
な

ど
を
動
員
し
、
延
べ
１
０
４
日
間

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

人
力
に
よ
る
奉
仕
は
延
べ
２
４
０

日
間
。
合
計
３
４
４
日
分
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

手
作
業
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
均
年
齢

は
な
ん
と
81
歳
。
重
機
操
作
は
少
し
若
く
て
平

均
73
歳
の
方
々
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
連
合
町
内
会
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
５

つ
の
町
内
会
が
連
合
し
、
63
戸
の
家
庭
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
長
の
佐
藤
清
光
さ
ん
（
78

歳
）
は
、「
高
齢
の
地
域
住
民
が
率
先
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
逆
に
若
い

人
た
ち
な
ら
忙
し
く
て
で
き
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
出
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
強
さ
や
熱
意
を
感
じ
ま
す
。
２
年
前
の
町
内

会
総
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
に
入
る
こ

と
が
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。」
と
話
さ

れ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
広
場
を
活
用
し
、
楽
し

む
こ
と
を
考
え
ま
す
。
自
分
た
ち
が
楽
し
む
た

め
に
は
、
自
分
た
ち
で
何
ら
か
の
負
担
す
る
こ

日
出
連
合
町
内
会
（
佐
藤
清
光
会
長 

63
戸
）
が
３
年
越
し
で
造
成
を
進
め
て
き
た

「
日
出
多
目
的
広
場
」
が
完
成
し
５
月
29
日
、
そ
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人

た
ち
な
ど
約
40
人
が
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
地
域
住
民
が
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
り
造
成
し
、
芝
の
種
を

蒔
き
育
て
る
な
ど
多
く
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
熱
意
で
完
成
し
た
広
場
に
は
、
９
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
整
備
さ
れ

こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
広
場
を
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
会
長
は
、
こ
う
問
い
か
け
ま
す
。「
日

出
地
域
の
65
歳
以
上
は
90
人
い
ま
す
。
そ
の

半
数
が
80
歳
以
上
で
す
。
こ
の
広
場
を
造
る

に
あ
た
っ
て
、
僕
よ
り
も
一
回
り
上
の
人
が

一
生
懸
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
90
歳
を
超
え
る
方
々
が
で
す
。
世
間
で

は
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
な
ん
て
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
言
葉
は
こ
の
地
域
で
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
限
界
集
落
」
な
ん

て
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
年
齢
や
比
率

で
定
義
づ
け
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
、
そ
こ

に
現
実
に
生
き
て
い
る
人
に
対
し
て
失
礼
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
出
町
内
会
で
は
、
敬
老
に
対
す

る
考
え
方
も
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。「
10
年
以

上
前
に
は
、
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
敬
老
祝

い
と
し
て
、
地
域
で
祝
い
膳
を
囲
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
年
配
者
が
増
え
る
と

そ
う
も
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
初
の
お
祝

い
は
77
歳
の
喜
寿
か
ら
と
決
め
ま
し
た
。
次
は

88
歳
の
米
寿
で
す
し
、
そ
の
次
は
99
歳
の
白
寿

で
す
。
こ
れ
を
決
め
た
時
は
、
次
の
年
に
70
歳

に
な
る
方
か
ら
相
当
言
わ
れ
ま
し
て
ね
。
な
ん

と
か
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
ね
…
」
と
苦

笑
し
ま
す
。

　　

佐
藤
会
長
は
続
け
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
人
た
ち
と
楽
し
む
こ
と
を
考
え
ま
す
。

人
生
わ
ず
か
３
０
０
０
０
日
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
82
年
と
少
し
で
す
。
私
に
あ
と
何
日

残
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
な

ん
か
考
え
な
い
で
、
生
き
て
い
る
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
…
。

　

最
後
に
佐
藤
会
長
は
「
こ
の
広
場
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
協
力
で
造
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
で
造
り
上
げ
、
管
理
す
る
こ
の
広
場

を
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
由
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
地
域
で

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
に

地
域
の
熱
意
で

（笑顔で語る佐藤清光会長）

高
齢
者
と
は
？

　
　

後
期
高
齢
者
と
は
？

皆
さ
ん
に
使
っ
て
ほ
し
い

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
！
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日出多目的広場
日出生活館の西側に位置する、敷地面積

7,884㎡、9ホールのパークゴルフ場です。

９ホールだけでは寂しいと、１つのホー

ルに２つのティをもち、白・黄の２コー

スで１８ホール分を楽しめます。

（写真提供：佐藤清光会長）



7 6

消
防
庁
長
官
表
彰　

※
敬
称
略

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

◇
勤
続
章

小
針　

清
（
第
１
分
団
分
団
長
）

鈴
木
英
雄
（
第
３
分
団
分
団
長
）

椛
澤
正
則
（
第
１
分
団
部
長
）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◇
感
謝
状
（
退
団
者
）

金
森
正
明
（
元
第
２
分
団
部
長
）

藤
田
栄
治
（
元
第
２
分
団
班
長
）

幅
田
正
志
（
元
第
３
分
団
班
長
）

武
田　

孝
（
元
第
２
分
団
班
長
）

横
山
幸
二
（
元
第
１
分
団
団
員
）

◇
功
績
章

南
坂
明
憲
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

◇
精
積
章

小
針　

清
（
第
１
分
団
分
団
長
）

田
鎖
充
雄
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

中
谷　

保
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
勤
労
章

古
田
敏
幸
（
第
２
分
団
班
長
）

宮
本　

武
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

鈴
木
英
雄
（
第
３
分
団
分
団
長
）

椛
澤
正
則
（
第
１
分
団
部
長
）

谷
永
良
一
（
第
１
分
団
班
長
）

平
成
23
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
・
表
彰
者

◇
精
勤
章
（
勤
続
25
年
）

八
手
健
治
（
第
３
分
団
団
員
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
20
年
）

黒
河
一
也
（
第
１
分
団
班
長
）

塩
見　

望
（
第
１
分
団
班
長
）

川
畑
憲
吾
（
第
２
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

桐
田
憲
明
（
第
３
分
団
班
長
）

団
長
表
彰

◇
功
績
章

宮
本　

武
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

山
田
晃
博
（
第
２
分
団
団
員
）

飯
尾
隆
亮
（
第
３
分
団
団
員
）

川
崎
太
樹
（
第
３
分
団
団
員
）

大
西
剛
史
（
第
３
分
団
団
員
）

野
澤
裕
実
（
第
３
分
団
団
員
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
５
年
）

瀧
澤
茂
和
（
第
２
分
団
団
員
）

清
水
哲
矢
（
第
３
分
団
団
員
）

不
破　

潤
（
第
３
分
団
団
員
）

小
川
貴
臣
（
第
３
分
団
団
員
）

富
樫
真
由
（
第
３
分
団
団
員
）

國
岡
晃
平
（
第
３
分
団
団
員
）

猪
熊
政
信
第
３
分
団
団
員
）

◇
優
秀
章

沼
田
政
則
（
第
１
分
団
団
員
）

越
前
谷
孝
行
（
第
１
分
団
団
員
）

高
野
龍
一
（
第
２
分
団
団
員
）

亀
森
辰
雄
（
第
２
分
団
団
員
）

八
手
健
治
（
第
３
分
団
団
員
）

谷
内
智
隆
（
第
３
分
団
団
員
）

中
島
昌
一
（
第
３
分
団
団
員
）

　　
「
ま
ち
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
る
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
た
、
第
１
回
目
の
「
く
り
や
ま
の
自
治
基

本
条
例
を
つ
く
る
会
」
が
６
月
17
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
２
～
３

月
の
町
教
育
委
員
会
主
催
「
地
方
自
治
講
座
」
受
講
生

５
人
が
「
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
条
例
づ
く
り
を
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
町
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
第
一
回
会
議
で
は
、
公
募
に
よ
る
12
人
が
集

　
ま
り
、
会
の
名
称
や
目
標
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
協
議

し
、
会
の
代
表
に
高
橋
慎
さ
ん
、
副
代
表
に
菊
池
鉄
男

さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

■
会
の
目
標　

　

条
例
の
骨
子
（
素
案
）
を
作
成
し
町
長
に
提
案

■
会
の
期
間　

　

平
成
23
～
24
年
度
の
概
ね
２
年
間
（
条
例
が
制
定
さ

れ
た
日
ま
で
）

■
会
の
考
え
方　

　

会
以
外
の
多
く
の
町
民
の
参
加
の
も
と
策
定
を
進
め
る
。

　

町
議
会
や
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
る
。

　
「
つ
く
る
会
」
で
は
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各

団
体
と
の
懇
談
会
な
ど
、
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
も

ら
う
機
会
を
つ
く
り
な
が
ら
、
役
場
や
議
会
運
営
の
仕

組
み
や
町
民
参
加
の
あ
り
方
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
検

討
を
進
め
、
栗
山
町
の
実
態
に
あ
っ
た
〝
町
民
の
た
め

の
条
例
づ
く
り
〟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
会
の
参
加
者　

※
敬
称
略

高
橋
慎
代
表
（
松
風
４
）、
菊
池
鉄
男
副
代
表
（
中
央

１
）、
大
沼
英
明
（
松
風
２
）、
小
林
弘
和
（
桜
丘
２
）、

冬
野
大
希
（
朝
日
４
）、
尾
﨑
政
春
（
桜
丘
１
）、
青

木
隆
夫
（
湯
地
）、
井
田
一
惠
（
桜
丘
１
）、
永
田
英
隆

（
角
田
）、
田
中
秀
典
（
継
立
）、
清
水
滋
子
（
桜
丘
１
）、

萩
野
佳
記
（
継
立
）

全国教育委員会表彰＊磯野武司さん厚生労働大臣表彰＊村上美枝子さん

長年ありがとうございました

長く民生委員を務められた村上美枝子さん（継立）

が厚生労働大臣の特別表彰を受賞し６月 9日、役場

応接室で椿原紀昭町長から表彰状が伝達されました。

村上さんは昭和 55年から昨年 11月末に退任される

までの 30 年間、民生委員・児童委員として地域の

福祉向上に貢献してこられました。その間、栗山町

民生委員児童委員協議会の副会長を 15 年間務めら

れるなど、町の社会福祉向上にも努められました。

表彰状を手にした村上さんは「みなさんのお陰で務

めあげることができました。ありがとうございます」

と話していました。

平成 10年から 12年間余り、町教育委員会の委員長

を務められ昨年末退任された磯野武司さん（中央 4）

にこのほど、全国市町村教育委員会連合会より表彰

状が贈られ、６月 16 日、鈴木紀元教育長から伝達

されました。磯野さんは 12 年間を振り返り「全国

で相次いだ “ いじめ自殺事件 ” の対応で、一時、教

育委員会不要論が渦巻いた時期がありました。栗山

は行動する教育委員会として活動し、いじめ実態調

査の実施や、北海道が行う家庭教育サポート企業制

度に取り組み町内 100 社以上の賛同が得られるな

ど、成果を出せたと思います」と話していました。
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